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※

五
ヵ
国
総
検
地…

家
康
が
治
め
て
い
た
駿
河
・
遠
江
・
三
河
・
甲
斐
・

信
濃
の
五
ヵ
国
に
お
い
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
検
地
の
こ
と
。
検
地

と
は
田
畑
面
積
・
収
量
の
調
査
を
指
す
。

　「
伊
奈
町
」
と
い
う
名
前
の
由
来
と
な
っ
た

「
伊
奈
備
前
守
忠
次
」

　名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
「
忠

次
っ
て
ど
ん
な
人
？
」
「
な
に
を
し
た
人
？
」

と
疑
問
に
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　そ
こ
で
、
伊
奈
に
住
む
み
な
さ
ん
に
、「
忠
次
」

の
ル
ー
ツ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
忠
次
と

は
ど
ん
な
人
物
か
簡
単
に
ま
と
め
ま
し
た
！

忠
次
って
ど
ん
な
人
?

　一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
年
）
、
家
康
の
江
戸

入
府
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

武
蔵
国
足
立
郡
小
室
・
鴻
巣
の
一
万
三
千
石
（
一

説
に
一
万
石
）
を
与
え
ら
れ
、
小
室
に
陣
屋
を
築

き
ま
す
。
こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
現
在
の
伊
奈
氏
屋
敷

跡
（
伊
奈
町
丸
の
内
）
に
位
置
し
ま
す
。
忠
次
は

小
室
の
陣
屋
を
拠
点
と
し
な
が
ら
代
官
頭
と
し
て

領
国
の
検
地
・
利
根
川
流
域
の
河
川
改
修
と
街
道

整
備
・
江
戸
千
住
で
の
架
橋
な
ど
関
東
を
中
心
に

基
盤
整
備
に
あ
た
り
、
一
五
九
九
年
（
慶
長
四
年
）

ご
ろ
に
は
、
備
前
守
（
官
職
名
）
に
な
り
ま
し
た
。

伊
奈
町
の
ル
ー
ツ
”小
室

“
へ
の
進
出
と
備
前
守
と
な
っ
た
忠
次

　再
び
家
康
の
配
下
と
な
っ
た
忠
次
は
、
一
五
八
六
年

（
天
正
十
四
年
）
に
家
康
の
近
習
（
主
君
の
そ
ば
近
く
に

使
え
る
人
の
こ
と
）
と
な
り
、
灌
漑
技
術
（
農
地
に
外
か

ら
水
を
引
く
技
術
）
を
磨
き
な
が
ら
、
五
ヵ
国
総
検
地
※

を
実
施
し
て
功
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　ま
た
、
一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
年
）
の
小
田
原
北
条

氏
攻
め
の
際
に
駿
河
・
遠
江
・
三
河
（
現
在
の
静
岡
県
・

愛
知
県
に
位
置
す
る
三
ヵ
国
）
の
道
路
の
普
請
（
工
事
）

等
を
行
い
、
豊
臣
秀
吉
の
信
任
を
得
な
が
ら
、
地
方
巧
者

（
農
政
に
関
わ
る
優
れ
た
技
術
を
持
っ
た
官
僚
の
こ
と
）

と
し
て
の
地
位
を
固
め
ま
し
た
。

五
ヵ
国
総
検
地
や
小
田
原
攻
め
で
の
活
躍

　主に農政に関する活躍で、まさに“関東の水を治めて 泰平の世を築いた”忠次のことを少しでも知ってい
ただけたでしょうか。
　現在の伊奈町では、「忠次公によるまちづくり」と称し、さまざまな事業を行っています。次のページ
では、今までに行われた忠次関連事業を紹介します。

き
ん
じ
ゅ
う▲忠次が眠る墓（鴻巣市勝願寺）

　一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
年
）
に
江
戸
幕

府
が
成
立
す
る
と
、
家
康
の
側
近
と
し
て

全
国
の
代
官
を
駆
使
し
な
が
ら
幕
領
の
支

配
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
築
堤
な
ど

の
治
水
、
用
水
整
備
な
ど
の
利
水
と
い
っ

た
灌
漑
工
事
や
新
田
開
発
、
年
貢
収
取
な

ど
多
様
な
農
政
や
地
方
支
配
を
行
い
活
躍

し
ま
し
た
。

　忠
次
は
単
な
る
代
官
頭
と
し
て
の
立
場

を
超
え
、
年
寄
衆
（
江
戸
幕
府
に
お
け
る

上
位
役
職
）
に
近
い
役
割
ま
で
果
た
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
年
）
、
61
歳

で
こ
の
世
を
去
り
、
鴻
巣
市
の
勝
願
寺
に

葬
ら
れ
ま
し
た
。

家
康
の
側
近
と
し
て
の

　

 

　
　
　

  

活
躍
と
晩
年

と
し
よ
り
し
ゅ
う

か
ん
が
い

ふ

し
ん

じ

か
た
こ
う
し
ゃ

▲小島城跡入り口碑

※

伊
賀
越
え（
神
君
伊
賀
越
え
）…

堺
滞
在
中
に
本
能
寺
の
変
の
知
ら
せ
を
聞

い
た
家
康
は
逃
亡
中
に
命
を
落
と
す
よ
り
は
い
さ
ぎ
よ
く
自
害
し
て
し
ま

お
う
と
京
都
に
向
か
お
う
と
し
た
が
、
説
得
さ
れ
て
三
河
に
戻
っ
た
と
言

わ
れ
る
出
来
事
。
伊
賀
（
現
在
の
三
重
県
伊
賀
市
）
を
通
っ
た
と
言
わ
れ

る
こ
と
か
ら
伊
賀
越
え
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　表
紙
は
伊
奈
町
丸
の
内
の
伊
奈
氏
屋
敷
跡
に
あ
る
頭
殿
権

現
社
で
す
。
忠
次
公
レ
キ
シ
ま
つ
り
や
散
策
路
整
備
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　忠
次
は
、
西
暦
一
五
五
〇
年
（
天
文
十
九
年
）
、
三
河
国

幡
豆
郡
小
島
（
現
在
の
愛
知
県
西
尾
市
）
の
小
島
城
主
で
あ

る
伊
奈
忠
家
の
嫡
男
（
正
室
の
長
男
）
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
名
は
熊
蔵
、
そ
の
後
家
次
と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　一
五
六
三
年
（
永
禄
六
年
）
、
忠
家
は
三
河
一
向
一
揆
の

際
、
一
揆
側
に
加
わ
っ
た
た
め
小
島
を
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
後
、
一
五
七
五
年
（
天
正
三
年
）
に
長
篠
の
戦
い

に
加
わ
り
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
で
、
徳
川
家
康
の
嫡
男
で
あ

る
松
平
信
康
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
五

七
九
年
（
天
正
七
年
）
に
信
康
が
自
害
し
た
た
め
、
忠
次
は

父
忠
家
と
と
も
に
三
河
を
去
り
、
堺
（
現
在
の
大
阪
府
堺
市
）

に
住
む
伯
父
の
も
と
に
身
を
寄
せ
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
三
年
後
の
一
五
八
二
年
（
天
正
十
年
）
、
伊
賀
越

え
※
の
際
に
家
康
に
お
供
し
、
家
康
配
下
に
復
帰
し
ま
し
た
。

出
生
か
ら
家
康
配
下
に
復
帰
す
る
ま
で

は

ず

お

じ
ま

く
ま
ぞ
う
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ぐ
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伊奈町の魅力を広報紙とは違った角度で紹介します！
ぜひ一度ご覧ください。

ユーザーネーム：ina_town17

  町の人口と世帯  （令和元年11月１日現在）
人口　44,862人（前月比＋18）　男性 22,673人（＋7）　女性 22,189人（＋11）　世帯 18,608世帯（＋27）

３３

99

２２１１

44 6655

877
１【埼玉レスキューライオンズクラブ災害支援物資（10 月 21 日）】台風 19 号の被害を受けた東松山市に、軍手 200 組・ブルーシート 100
枚を伊奈町から埼玉レスキューライオンズクラブを通して届けました。／２【商工フェスティバル（10 月 27 日）】今年もグルメ出店や各
種イベント盛りだくさんの内容でした。／３【児童虐待防止運動（11 月 1 日）】児童虐待防止月間事業の一環として、ニューシャトル内宿
駅前で大島町長と職員が啓発活動を行いました。／４【町内循環バスいなまる新運行体制出発式（11 月 2 日）】リニューアルされた「いな
まる」の出発式が行われました。ぜひご乗車ください！詳しくは広報いな 10 月号をご覧ください。／５【ラッピングニューシャトル出発
式（11 月 2 日）】50 周年仕様のニューシャトルがこの日から 1 年間運行します。限定 1 台なので出会えたあなたはラッキー！詳しくは広
報いな 11 月号をご覧ください。／６【秋バラまつり（11 月 2 日・3 日）】毎年恒例の秋バラまつりが行われました。見物客は、秋バラの芳
醇な香りに包まれながらイベントを楽しんでいました。／７【いなぼっこ（11 月 3 日）】秋バラまつりの 2 日目には、町制施行記念公園の
バラ園内や水辺の広場周辺に、「いなぼっこ」のワークショップや模擬店などのおしゃれなお店が並びました。／８【おとう飯（11月9日）】
伊奈町公民館主催の“男性のための”料理教室が開催され、大島町長も参加しました！／９【町総合文化祭（11 月 9 日・10 日）】伊奈中学
校周辺および総合センター等で開催された総合文化祭。今年は町制施行50周年を記念した文化祭ともあり、多くの人でにぎわいました。
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な
り
ま
し
た
。

　一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
年
）
、
61
歳

で
こ
の
世
を
去
り
、
鴻
巣
市
の
勝
願
寺
に

葬
ら
れ
ま
し
た
。

家
康
の
側
近
と
し
て
の

　

 

　
　
　

  

活
躍
と
晩
年

と
し
よ
り
し
ゅ
う

か
ん
が
い

ふ

し
ん

じ

か
た
こ
う
し
ゃ

▲小島城跡入り口碑

※

伊
賀
越
え（
神
君
伊
賀
越
え
）…

堺
滞
在
中
に
本
能
寺
の
変
の
知
ら
せ
を
聞

い
た
家
康
は
逃
亡
中
に
命
を
落
と
す
よ
り
は
い
さ
ぎ
よ
く
自
害
し
て
し
ま

お
う
と
京
都
に
向
か
お
う
と
し
た
が
、
説
得
さ
れ
て
三
河
に
戻
っ
た
と
言

わ
れ
る
出
来
事
。
伊
賀
（
現
在
の
三
重
県
伊
賀
市
）
を
通
っ
た
と
言
わ
れ

る
こ
と
か
ら
伊
賀
越
え
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　表
紙
は
伊
奈
町
丸
の
内
の
伊
奈
氏
屋
敷
跡
に
あ
る
頭
殿
権

現
社
で
す
。
忠
次
公
レ
キ
シ
ま
つ
り
や
散
策
路
整
備
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　忠
次
は
、
西
暦
一
五
五
〇
年
（
天
文
十
九
年
）
、
三
河
国

幡
豆
郡
小
島
（
現
在
の
愛
知
県
西
尾
市
）
の
小
島
城
主
で
あ

る
伊
奈
忠
家
の
嫡
男
（
正
室
の
長
男
）
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
名
は
熊
蔵
、
そ
の
後
家
次
と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　一
五
六
三
年
（
永
禄
六
年
）
、
忠
家
は
三
河
一
向
一
揆
の

際
、
一
揆
側
に
加
わ
っ
た
た
め
小
島
を
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
後
、
一
五
七
五
年
（
天
正
三
年
）
に
長
篠
の
戦
い

に
加
わ
り
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
で
、
徳
川
家
康
の
嫡
男
で
あ

る
松
平
信
康
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
五

七
九
年
（
天
正
七
年
）
に
信
康
が
自
害
し
た
た
め
、
忠
次
は

父
忠
家
と
と
も
に
三
河
を
去
り
、
堺
（
現
在
の
大
阪
府
堺
市
）

に
住
む
伯
父
の
も
と
に
身
を
寄
せ
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
三
年
後
の
一
五
八
二
年
（
天
正
十
年
）
、
伊
賀
越

え
※
の
際
に
家
康
に
お
供
し
、
家
康
配
下
に
復
帰
し
ま
し
た
。

出
生
か
ら
家
康
配
下
に
復
帰
す
る
ま
で

は

ず

お

じ
ま

く
ま
ぞ
う

い
え
つ
ぐ
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★広報いなは再生紙を
使用しています。

町公式インスタグラムもやってます！
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伊奈町の魅力を広報紙とは違った角度で紹介します！
ぜひ一度ご覧ください。

ユーザーネーム：ina_town17

  町の人口と世帯  （令和元年11月１日現在）
人口　44,862人（前月比＋18）　男性 22,673人（＋7）　女性 22,189人（＋11）　世帯 18,608世帯（＋27）

３３

99

２２１１

44 6655

877
１【埼玉レスキューライオンズクラブ災害支援物資（10 月 21 日）】台風 19 号の被害を受けた東松山市に、軍手 200 組・ブルーシート 100
枚を伊奈町から埼玉レスキューライオンズクラブを通して届けました。／２【商工フェスティバル（10 月 27 日）】今年もグルメ出店や各
種イベント盛りだくさんの内容でした。／３【児童虐待防止運動（11 月 1 日）】児童虐待防止月間事業の一環として、ニューシャトル内宿
駅前で大島町長と職員が啓発活動を行いました。／４【町内循環バスいなまる新運行体制出発式（11 月 2 日）】リニューアルされた「いな
まる」の出発式が行われました。ぜひご乗車ください！詳しくは広報いな 10 月号をご覧ください。／５【ラッピングニューシャトル出発
式（11 月 2 日）】50 周年仕様のニューシャトルがこの日から 1 年間運行します。限定 1 台なので出会えたあなたはラッキー！詳しくは広
報いな 11 月号をご覧ください。／６【秋バラまつり（11 月 2 日・3 日）】毎年恒例の秋バラまつりが行われました。見物客は、秋バラの芳
醇な香りに包まれながらイベントを楽しんでいました。／７【いなぼっこ（11 月 3 日）】秋バラまつりの 2 日目には、町制施行記念公園の
バラ園内や水辺の広場周辺に、「いなぼっこ」のワークショップや模擬店などのおしゃれなお店が並びました。／８【おとう飯（11月9日）】
伊奈町公民館主催の“男性のための”料理教室が開催され、大島町長も参加しました！／９【町総合文化祭（11 月 9 日・10 日）】伊奈中学
校周辺および総合センター等で開催された総合文化祭。今年は町制施行50周年を記念した文化祭ともあり、多くの人でにぎわいました。
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